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筑後川流域の降⾬の状況

国土交通省九州地方整備局提供

最⼤48時間降⾬の等⾬量線図
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堤防裏法尻のパイピング （⾃噴）の状況
（筑後川39k600右岸付近）
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・治⽔地形分類図では氾濫平野
・被災箇所は⼩⽯原川と筑後川

の合流部である
・⾼島樋管の上流で噴砂が発⽣

堤防裏法尻の噴砂跡の状況
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片ノ瀬水位観測所：40k600左岸

計画高水位：12.82m
既往最高水位：10.3m (H29.7.5)

氾濫注意水位
6.70m

氾濫危険水位
8.50m

今回の最高水位：10.52m
(7/7 11:00)

■事象 7/7の10︓50頃 堤内側で，パイピング（⾃噴）現象を確認
■要因 流域の広い範囲で⾼い降⾬量を観測（48時間⾬量）

→過去に⽐べ，⾼⽔位の継続時間が⾮常に⻑い

被災時の河川⽔位と被災要因

46.5時間継続
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被災箇所（39k600右岸）の想定断⾯図と粒径加積曲線

堤体（Bcs, Bc）および表層基礎地盤（Asc,Ac)︓
⇒⽐較的透⽔性の低い粘性⼟層

表層直下の基礎地盤（As,Ags)
⇒⽐較的透⽔性の⾼い砂質⼟層

◆噴砂試料の粒度分布と各断⾯の⼟試料の関連性

沖積砂質粘性⼟
沖積粘性⼟

粘性⼟
砂質⼟

沖積砂質⼟
沖積礫混じり砂層

洪積礫質⼟層
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噴砂試料

Bcs層(GL -0.2~0.4m)
Asc層(GL -1.2~1.4m)
Asc層(GL -1.6~1.8m)
Ac層(GL -3.4~3.6m)
As層(GL -4.4~4.6m)

堤体・基礎地盤の断⾯図

国⼟交通省九州地⽅整備局提供

噴砂試料と対象地層断⾯の粒径加積曲線
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解析モデル 筑後川断面（39k600)を参考
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解析時間:約390時間
計測値︓点Xの間隙⽔圧・飽和度
河川⽔位:筑後川被災箇所近傍
初期地下⽔位
①初期河川⽔位(DL+:5.54m)
②初期河川⽔位と点Xの中点(DL+:7.10m)
③層境上層(Ac層)の中点(DL+:8.60m)
④堤内地盤⾯の下⽅0.5m(DL+:11.1m)
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解析モデルと解析パターンの概要
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初期の地下⽔位の違いによる間隙⽔圧と飽和度の⽐較

・初期地下⽔位が⾼いほど，間隙⽔圧の最⼤値は⼤きい
・初期地下⽔位が観測点Xの下であっても，両者の距離が近いと

条件によっては，飽和度が急激に上昇する
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間隙⽔圧と飽和度の経時変化

飽和度間隙⽔圧
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• 初期地下⽔位によらずG/Wが1以下とはならなかった
• 初期地下⽔位が⾼いほどパイピングの危険性は⾼まる

G/W最小値
③G/W=1.22 > 1
④G/W=1.07 > 1

パイピング破壊リスク

パイピングに対する安全性照査

G/W
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1) 農林水産省令和2年7月豪雨に関する情報:https://www.maff.go.jp/j/saigai/ooame/r0207/index.html

ため池の被害（九州全域）

福岡県 278か所中 損傷0件 大分県 未点検で損傷3件
佐賀県 432か所中 損傷1件 長崎県 135か所中 損傷0件
熊本県 265か所中 損傷4件 鹿児島県 55か所中 損傷0件

防災重点ため池の緊急点検（大雨特別警報の市町村），人的被害なし

破堤箇所︓下部から撮影 堤体断⾯

・農業⽤ため池で決壊や破損（3か所）
・中ノ池では，幅約20ｍにわたり崩壊
・天端での越流跡は確認できなかった

⼤分県杵築市中ノ池堤体の崩壊
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ため池の被害（熊本県）
宮崎⼤学
神⼭先⽣

提供
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ため池の被害の状況（熊本県）
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まとめ
・筑後川流域では，48時間⾬量が極めて⼤きかった

→⼤河川に対する災害外⼒が増加している

・筑後川本川で，パイピング（⾃噴）が発⽣
→不飽和・飽和浸透流解析による安全性照査（G/W）

では，G/Wは1以下とならなかった

・地盤調査の重要性︓出⽔期の地盤の初期条件，精度の
良い地盤物性値や3次元的な地盤構成の把握など

・ため池堤体等の⽼朽化の程度や危険度を評価・診断で
きる簡易な調査技術の開発
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